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を 二 金 化 十
号 利 資 六「

年 中 子 金 日
〇 補 利「
・ 年 給 子
九 一 規 補
パ ・ 則 給
ー 二 規（
セ 五 昭 則
ン パ 和 の
ト ー 四 一
」 セ 十 部

資 村
金 地
利 域
子 工
補 業
給 等
規 導
則 入
の 資
一 金
部 に
を つ
改 い

く日

保工

従境定

が環特

域室

定及に

指課等

の全場

前

発

り係て

よ関い

にびお

備る

ににす

初庁生

最支

制

地かて 規

の前れ く

指

きも 域

に引た 地

域らい
きに の

海い続の 等

北つ

音る 定

知の騒係 指

道て
次制法 の

を規同 ）

事図

部

の法第 一

堀
図
の昭条 を

、 代 金
な 化 利
お 資 子

示 従 金 補
前 に 給
の つ 規
例 い 則
に て の
よ 適 規
る 用 定
。 し は
、 、
同 平
日 成

に ン 四 を
改 ト 年 改
め 」 北 正
る を 海 す
。 道 る「
年 規 規 北
一 則 則 海
・ 第 道
一 九 知
パ 十 事
ー 三
セ 号 堀
ン ）
ト の

正 て
す は
る 、
規 な
則 お
を 従
こ 前
こ の
に 例
公 に
布 よ
す る
る 。
。

び

域い及

地置動

定え振

立１

とて

定

証成申特代主

認平
の

請た の

事 請３営 のる 表 申年非

３ の

達よ和第 次

が月利

う

う改法に

也に年項 よ

北

特 海

定

縦

道 覧

非 告 律る日に

営 示 第で次供

利 第 規あのす

号制る図る活

）地。」。動

前 十
に 四
知 年
事 二
が 月

改 北

平正東備 海

し平神考 道

、成楽

成
告

町こ

元
平 示年
成年のの 第

３地告

北
海
年月域示

」 一
に 部 達
、 を

次 也「
年 の

路。考覧

釧る備縦

め
市律規なに

たのす

、こ第定っ次供

す 岩の

で」。

見告号る日図る

特成

沢示）

定
設４成

建年平

作月

あ 伴か月

に日３

業１年

活務 者

っ あ

人の た法 たの所 っ日動

、名在 月 での氏所 年 の

ア齋札

第
条

同日称名地

ヴ市

項成イ藤幌

２平

の
規年ィ東

促 号

略法

３と省進

第域は）

のつし

条な
定日北成

規た、平

に」海
境律

り、環法

よは道年

さ地活７

定該生第

指当

道

れ域部号

にに ４ 号告

指

第１いり

示月日つよ

日て

かの定

施をれ

ら図さ 号

域 防
すの地 臭
行次た 悪

に

よあ 法
。ので 止

る図
うっ

定る省

市に第指あは）
し

石り条地。略

、よ３

北

市定１と、

狩指第域

道

江れのつ海

、さ項な

境

町地定日環

差た規た

活

びでよは生

及域に」

神っ指当部

東あり、

つら
。

する
生す
発行
て施日

稔区

る
す

制
規
を
動

振
る

に月ネ北

定３ー

よ１ッ

北丁

告６

公東

り日ト条

る海目

す

二 。道３

七 知番

五 事

い従境第

てが環）

堀

号

た前室
保１

の指境第

もの環条

るよ課の

係に全項

に定

関に

法最び定

同り及規

条規支り

８に係よ

第初

改従 づ

にて 基

第制庁、

地

。ら 制

るか 規

め前 く

道き 指

海続 の

北き 域

引
止 一

防 の

事臭 ）

知悪 定

地境

楽て定該環

法 部

堀

が環

の前れ域室

町従さ
前保

域らい従境

地かて
指課

つきもの全

に引た
にび

てきに定及

い続の
り係

図動るよ関

の振係
初庁

次制法最支

を規同

北

）
定

指
の
域
地

の法第

の
次事

を知

部道

一海

の

の

３地に次

也
達

う
よ堀

な置お

にとえと

項域備

を

すたて設

定っいり

規 よ

達和 の

昭 次

にに

に法

也年 う

図
よ和第定え

の昭条指備

３地置 う
改法にとて

に年項域い

平
、也

し
正達

改
に



４

る 表 非 請た 定
申特代主

動 っ活務 者 あ利事 営 の

北 海

３
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報

務載
事記

るに
た款

主定

第

２
利

営 の表 非 請定
申特代

動 っ活者 あ

号

定
平款
成に 十

記 四
年載

三

の氏所 年人の 法 たの所

ト川帯

日称名地

名在 月

との成カ田広

々こ会平
プ市

な
分に実

３の淳５

野よ現年チ東

さ

活、自月森条

でりと

所た 年人のれ 法 たの所

称名地的

名在目 月の氏

しに

平子正河の指も

日

の境て保

成育村西こ環

て紀郡

様、

年ネ美芽法を多健

はえな福

３ッ子室人考

目
所た

のれ
所さ

月ト町

っ

札視ム及負も

地的
在

関努のて

幌こしにに荷

北法自すめ少地

市のた

そい環

区人然る、な球

氏 年人
法 たの

あは・知

る平北菊

日称名
名 月の

知る域。成海地

なす地

道 識こ社
作３ー二

・と会年オ晃

さ

験より月ガ

経に
月れ 二

た 十

目 六
日

このの
そそ

的

火

法隣の

の近他

曜

母立８南

は生助

人の手

て同た丁

し親し日５

動

の番

るが性１

い士女目
川

とに造

体も創地

団と
合的工

ネえ目田

の支を

式

ワ豊す株

トうと業

ッ

７ワ東、、支祉
ーかる

育活社

日ー１子子援、
教

と南てて動会

ク条育
丁の楽展育

か７中をを

親むし環

目母し開、

ち

母と広、

番がこ、境

５
ので普ち

８親のくま

地

生境

点るをく

視き及づ

機及社産の

い、有識の

全

里命食び会・保

の生

念信工に

４の品理的加

３源係の頼・寄

条根に

を通す

丁でる普性流与

る準啓高・る

目あ基及

費と

番健と発め消こ

４
康検やる
と会目

号と査認と社を

ニ

境認農もを的

環・定

ク

活て福日ッ

をっと７

べ増進

しすの推

か、祉
寄

会のに会

社て進協

、
健る

にがす

加々与

参人
援にを

なかと

要やこ

必

日

要

けの必

助上を

、活け
必る

のがす

い助と

合援
基高に

にな々

神要人

精

会

、やて

き者し

づ齢対

内

を地社

クな。会

札そ

るな

で社図り
む社
組域

て目と様

育をとど

子会

７
非 請た款 定

申特代主定

構と

利事記 営 のるに 表

全シ物、築す

保証産に
普境、。

をスの環しる

６

重テ

非 請た款 定
申特代主定

暮目

利事記 営 のるに 表

をるす

動せと

活ら的

助

５
非 請た款 定

申特代主定

の員

利事記 営 のるに 表

び、か

及族豊

市家の

幌

すを供際ーる

記
に

款
定

な文

ッべ送す的ツ。

サ
ーの為とス化

カてるる

の所さ 動 っ活務載 者 あ
の氏所た 年人のれ 法 た

札

日称名地的

名在目 月

柴
田幌こ

のツ平

市の

向振成

上興

務載 者 あ

に発年札北法

のれ 法 たの所さ 動 っ活
名在目 月の氏所た 年人

活平シ瀧札

日称名地的

ー色性成ー井幌こ

ワ特

・市の クを化

者 あ

の活に年エ博北法

法 たの所さ 動 っ活務載
目 月の氏所た 年人のれ

羅白室

日称名地的

名在

て然成針川蘭こ

じ自平
盤市の 、環

入法

れ

的
目

た
れ

さ
載

森境年 法観ど

の景な

こたる
れ

、もー成

を人にとポ醸
交未

じに生にツの

通々
スし型そ流来

て対涯、
ポにもく

ポてスれをづ
進に

ツ心ー関推り

ー、
楽ととるし寄

を身ツす
て業北す

しもし事、与
道こ

た健のを海る

みに

展３幌勗区人
い康環行

、

要に月サ北は

必

ッ な寄
すー西年

事与日カ条幼

こク丁ら

をるス３か

業
をル３齢

いとー目高

行

で

っ的８ま

も目番者

、
人

域る若

地す老

てと号

・北は

もか寄３フ之区

エ６、

とし与月

、たす
こ西海

室まる日ー条北

を丁に

市づと６道

蘭ち

い

中り目目お

をく
心に的

しすす地陸

と関と番て
技

海事。競

たるる２上

は

林の３一江人
に業第

市

化全８１、

文保月町
の、

創寄地民

のに日番
行

造与
やす

学

とと大

然こ、

自る政

と業

生的企

共目、

のを

、の様

はど多

人な、
を

を

教、能

会供機

社提な

・に持

育更

二レはっ

七た ク

六

の

ー安と

エや林

リし森

おを

とで境うにと

シら

えか創まけ目

考豊を。
・、スと

てな造たる的

。男
る活提国ポす

い生

ず

ポわ

ス問

のを

会女

社

し行山普

面を二の

、

ー

ル技

地、ビと

たい崎及

ると

図す等
の域術

域地

、ト

にッ

共ネ

と。の

る
い

の与あ

ンをれ

ョぎふ

優く通

やてを

場え



札函小

平 幌館樽成
十 市市市四
年 札函町八奥小三

北 海

１２
地験欄

験試左試 試試の

のび地 、掲 及はに験 験

表市 日験
のる 試次げ

道 公 報

験 北

調を 海

次平 道

の成

理
告師
と 示法
お年 第

昭り３

和実月
施 号

す日

第

申特代主定

１２３４５

非 請た款 成定

平

るに 表

載 者 あ ３利事記 年営 の
動 っ 月活務
所さ

日法 たの

号

款い 北

特のて 海

定変準 道

非更用 告

営す 示

利名る 第

活称法

動及第

促び 号

幌館、雲尻樽 進役条

月 市市戸町町市二 、、井、、、十 石松町長大島六 狩前、万成牧日 市町恵部町村

、、山町、、

当福町、瀬寿
都 別島、江

町町椴差町町火 、、法町、、

厚知華、北黒曜 田内村上檜松

お
のに 会

村町、ノ山内

掲行
にて

欄い市

時場右

１る。

成後げう

平午

町

年時市

８
かに

月分村

４所

日ら住

第
律。

法る
年

３

が立図第

きびを）
号

関との

事にこ条

い案る

れ

訪る目第

、すを２

業

在目 月の氏所た 年人の

ゆ佐北人

日称名地的

名

道のら

成と藤海こ間

平
り理

子梨人く

年介栄目法し

羅、り

月ス郡は誇

２護
テ

に２

法員第
る規

成すの

平関項
り

律のよ

法項に

年事定
のす

号）告

７更公

第変
第認る

）

日 、、南国町町

浜木茅町、、

益古部、今蘭

村内町厚金越

町、沢町町

、鹿部、

上部町ニ

磯町、セ

町、乙コ

、砂部町

大原町、

野町、真

町、熊狩

る

です

）ま有町 木時を

事つ

知に

道者

海験

北受

事的１

れ
そ村

、

堀て
い

規

護等すの

介業と項

問
やいに

業行。定

事をる

平

サっ、

護もり

介、よ

ビ公成

ーて
ス共

ー臼羅を
画福度

計の年

て

ョ春町っ

シ町臼持

日

齢る

北町高明

ン日の

海

びし

知地並楽

道番者く
せ
害ら

堀障暮
にく

事３

証。

のる
者

のあ
項が

３請
第申

条の
り、
よで
にの
定た
規っ

、森石村 の第
次条
、同

七町町、

飯、、留

３４

及
会目験

験科
試験
試受

表

也同
れ

達ぞ

はび
場

稚千滝

内歳川

市市市

試

画増師

企の理

の祉調

及進
北岩苫

見小 見沢牧

市市市

し生

也対に
にう

達方よ
、

室釧帯

蘭路広

市市市

定お
りに
お項
と５

旭
川
市

者法格

願方
出験
、試資

し品

対
に

校 験文生理

受食衛学調
育 に概及法

教 票化学師

り、調則
法 よ論び附

り稚幸千留野秩富

も内町歳萌市父良

町市、市市、別野

、歌、、奈町町

井、、 遠登恵

別町庭別江北占

町、市市町竜冠

、豊、、、町村

天富北赤上、、

塩町広平砂沼増

町、島市川田毛

、礼市、町町町

幌文滝、、、

北里呂湧夕町苫町

見町間別張、小、

市、町町市南牧平

、清、、、幌市取

網里常滝岩町、町

走町呂上見、白、

市、町町沢由老門

、小、、市仁町別

紋清生興、町、町

別水田部美、早、

市町原町唄長来新

、、町、市沼町冠

東端、西、町、町

町川室釧町帯町豊

、町蘭路、広、頃

上、市市鶴市中町

川美、、居、札、

町深登根村音内本

、町別室、更村別

東、市市白町、町

川音、、糠、更、

町威伊釧町士別足

、子達路、幌村寄

美府市町音町、町

瑛村、、別、忠、

町、豊厚町上類陸

寿内旭

都村川

村、市

、積、

喜丹士

茂町別

別、市

町古、

、平名

京町寄

極、市

町仁、

、木鷹

和 知生理３
昭 通衛理第

す法論項
法 。、つ規 年 る規にの

筆よ 第 衆てに 律 公い定

衛

二 生記り 号七

） 学試学

七

栄を教 第 、験校

養実育

学施法 条

延町川浦幌小

町、市臼加平

、利、町内町

猿尻砂、町、

払町川新、苫

村、市十上前

、利、津富町

浜尻歌川良、

頓富志町野羽

別士内、町幌

町町市雨、町

、、竜中、

中深町富初

藻野遠興江、追、

琴町軽部別栗分静

村、町村市山町内

、訓、、、町、町

女子丸雄三、厚、

満府瀬武笠月真三

別町布町市形町石

町、町、町、町

、置、新鵡、

美戸白篠川浦

幌町滝津町河

町、村村、町

、留、、穂、

、中浦岸、士村別

和川町町別幌、町

寒町、、海町大、

町虻浜町、樹浦

、田中、鹿町幌

剣町町中追、町

淵、、標町広

町洞標津、尾

、爺茶町新町

朝村町、得、

日、、標町幕

町大弟津、別

、滝子町清町

倶町栖

知、町

安余、

町市東

、町神

共、楽

和赤町

町井、

、川当

岩村麻

内町

町、

、比

規

、す第 に

食る
、規 る

学に す

品。条 定

頓川、良山

食者定

別市妹野別

町、背町村

、富牛、

枝良町南

津辺上北別様

、

別蘂湧村町似

町町別、、町

、、町栗日、

斜佐、沢高え

風村屈、水、

連、町羅町池

町壮、臼、田

、瞥阿町芽町

下町寒室、

泊布

村町

、、

神愛

恵別



北

次

８９

海

の 道

と

受合

告

お 験示

り 第

随 票格

意
契 の号

約

発

北 海

６７

師理
験 理 理

調調整

提受

書受験 験カ手 試 試

師 出
験ー数 受

道 公 報

期
付

受

第

５
先

出
提出

の
書

願
験提

受

号

平
成
十
四
年
三

事又を
方

手

付表相
の

送

成支お定

受項平はな決

所、し

験を
願記
９受格。

書載年に合た

番に

受た月験者

をし
理受

者ド料

願験

し験日号は

願と

出た験こ

類書
１す写も

書。 部る真の

の 場）
願は定 に 札合出を所 円
欄 当 市は前りの 相 幌に
函正かけに す 、、３付

ま。書と

保もいこ

間

る

成おにた類。

健平なの
、限、に

所
又

送受験備

は年郵り受不

関あ

所月のけにが

支５
場付

付
受

び先
及

日合けすっ

ま期そ生
衛の

飲そで間札の活そ

２市の生他

食うに幌市

市

営い年、保担の

店ざ

館所課町

業製以函健当

、業調市を村

）造上

第）理、札含に

月
二
十
六
日

を
衛 者物

品 る食
す飲食

法 み調
生 と

火

行 さし施 な理

曜

た票を、

る供令 れて

き送）示格

とを水掲合

、す験て書

は付受し証

験。の表送

試る者発を
。る

所所るす

場住す付

す

受管

他所

のを。

そ地

以もり 額 館副月たは

験

け の

、部内の付 面

市２

海

樽脱部、 北

小）に１
て又 収

又し章 道

市帽印
紙

川正署 証

旭、は 入

は

半よ 調

の上に を

市面名

はるるた

保身り 理

各

に

）平類合

月、。書場

受は

か成を

ら
年理、

月た験

日５し受

後で 金

こい

まま、な

）日はき

す消をで

とのれの

でで

にの小幌む住

に）を 号掲業樽市。所

げ務市

従はいす 魚るに又お有

は者 類業事旭てる 介営
売おた市、は 販にし川

の住区上 業いもに各、

を健を 若
平所保記 ）て

有セ除 し
成
年すンく く

日者与
含る和 をす昭

む寄
第

で、令

）舎政

。宿年

っ校
あ学

て、
５

数等第 多院） 、病号

意所

注健

の保

上る

人の

北

次そ地新 海

のの平 道

地関成区 告

区係 示

に書年名沼 第

つ類３

撮印 試

健を消 師

いは月

換

提し受る

に影す 験

所
北

土地 海

処平 道

分成

地
告改 所

を 示良 在

し年 第

た３

法 地

。の還意

る印返注

。月

５６７

るなる

あしす
名

等 契随随地号契

品１

契規に

又 方 約意意の約

相約約定関称

は 自 の契

よる

定 法 手ににす

特 治

ー寄 第
５るタ最 は

方よ

月者
は内り

２３４

号日、のの

プ随平随随

ラ意成意氏住意

契契 テ契
リ約年約名所約

アの１のに

相月相係円

号

し又１

対設第

に施条
契

成意

平随
１

ては
月係

３に

年約

事土暗 て、 号

、

道成改ょ

、平日地き
良 営

） 業

地３合道

土年総農
備

改月整

良
事日

手

のらい

業か担
の 土

昭

地日育

号和 札
幌日

北

第 区

律 央

法 中

年 市
３

６第

西）

条号

丁

行 をっる事北

役 施

目条

を道

の 令 決た。務海

務
調 定理

和 た当健

達 昭 し由担保

手す福

手
続

総

特 政組部

の 年 続る祉
名課

を 第の務

例 令織

定

手日東る

る ）及

め 号称

手
方日方本京契

氏イ荒金

輸をのバ都約

・区

代定名オ川額

入決

ッ日

一たびラ東

行し及

里

所ド暮

式日住
ラ５

る
トラ７ ッボ－ セ

数
び

及
称

名
の
等
品

日物

事一］

良、型

改間成

量

業般
覧北用

更縦業
種 変の農

水

を供道排

画に海用

計
た。
める事類、

定す知

の
項

９
第

２
の

縦北

。堀

事 り

知 よ

道 に

海 定

北 規
、

所

政 第び

別

堀

令

在

条
政 １年 第７ ２成 の平地

２第 第令 項
号

ト－

方）
号 地

リ
ー
会パ

式モ
株ス
ズコ
ー

海
北

ル
ビ

ク
社

二道

七知

八

支
場狩

達石
覧道
海

堀
事

也 区
地

達 磐
常

市

所庁

也

共
公第

の

也
達

物項
の１

体第
条 団



内
稚

平
成 猿

十 払四
年 線

三

北 海

線

浜別

清遠 払

寄 猿
上名

線

道 公 報

第１２
の

唄 に路路

条道道路美

類線良 い種路線富 おの
道区

用、名線

準名野

て
す

第

北

札 海

幌

住中小

道

市 告

長

清

示

か 第

ら

吉央水

、
次 号

土山改の

暗土ほ客中地

き地場

号

暗中土

新島秋
渡

北北千

地き山地

土

月
二 稚稚稚稚

十 内内内内

六 市市市市

日

宗宗

字字字字

大大大大

村村村村

谷谷谷谷

宗宗

火

東東東東

字字字字

曜

天天

国国国国

浦浦浦浦

郡郡郡郡

谷谷塩塩

宗宗

町町

払払別別

猿猿遠遠

豊豊有有

字字国国

村村

萌萌

国国留留

里里林林

美

る道域

林林北北

有有

同及区美

第発縦市市

法開び唄唄

道覧道道

第）所林林

条路場有有
経

の沢沢

項見見

２岩岩

良と
に区区

定営営

規経

備区地保お

ょ改整、間

客総画域全り

、良

理合共

土合担整総）公
量

区備手）整測

、整い

画育備

整省成の

）化］場施

理力型ほ実

型整が

業、了

］農備終

域総

良）地良

改ょ間改

備整備

整合整

合総合

総

備

担担
成

育用育

手業手

い農い

型排型

成用

日

宗宗

林林林林

有有有有

森森森森

谷谷谷谷

宗宗

理理

管管管管

林林林林

署署署署

理理

ろい

班班班班

林林林林

谷谷森森

宗宗部部

ろろ

理理

林林管管

森森林林

理理署署

管管
署署

林林
小小

班班はは

林林班班

班班かま

小小班班

わな

よ
通班班

る林林

知

で

っかま

あ班班

が小小

用土た

用用客し
。
たら

測

設水暗、

施排、旨

水

農

き、法

暗ょ量

）、き

ょ

和

、用昭

水］

道律

海法

同同北年

、

］

用

用）用

業道業

農農農

北北北

、、

水水

排排

用

小小小小

道道道

海海海

らで

かまかま

班班班班

後前後前

らで

後前後前

らで
かまらで

敷
前別
更の前

変後
間

網第

走
発場

） 庁号 支

北

道局そ所

３

海

長のに平 道

が関備成

路 作

告法 業

道係え 示 地

路図置年 第

和の面い３

昭 域

狩島知

石渡空

区はて月

作作
１２

庁庁庁

支支支
種期

成業業

平
月
３
年類間

でらで

まかまかまかま

でらでら ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで

地
の

延
員らで
かま 幅

長

域、、 号年 札
市次海示

法 幌を北告日

と開日

第の道の

律
お発か

週 第
変建２ ）り局ら 号
更設
し部間

般 １
。設一 第

た建、 条

公平

行

日共成
測
量年
基月
準

及成
設平
新ら

のか
点日

び

発内
開稚
道道
海海

北北
内現

稚木
局土

二 開業

七 発所

九

海海

北北北北

及
部

設
建

開稚開留

道道道道

海海

札木

局土局土

発内発萌

開業開業

内現幌現

稚木
部部

設設

建建

発所発所

札
道道
海海

縦北北

及及

現

北札木
局土 覧発幌

開
建 場 知発所

道開業

海幌

縦 及

政の 項

及

堀部
設

事

北に 第

、覧 び

課
海供

項

設。 ２

建る 第

道す 条
よ

備 に

整 定

路 規

道 の

部

）月
設２

移年

課

び

堀
事
知

道
海

北で
ま

日

び 、

及 り

也
達

所びびび

也
達

開覧
縦 道

の 海

次 北



更別 音
室陸

芽別 西
川津

線線

北 海

の広 路路
道道路帯

１２

線

名得 類線
種路線新

の
道区

、名

道 公 報

更 北

道しそ 海

たの 道

。関

路
告

係

法
示

図 第

和面

昭

は
、 号

北

年

第 号

遠
上

平別 成

霧 十
四立
年線
三

郡郡

広東寄寄

帯河足足

更別別

西音陸陸

市郡

陸陸

北字字字

条町町町

目北本本

丁別別別

４然

道域

番線２１

１５通通

縦郡郡

び東東

及区河河
西

所町町

場更室

覧音芽
線
５４

北北
別狩

然士
字

建

第道

律海

法

線

設
路 第

道 ）部 号

整
次 の

び 項

及 １

課 第

備 条

前前前前前

苫苫苫苫苫

羽羽羽羽羽

郡郡郡郡郡

町町町町町

幌幌幌幌幌

奥奥奥奥奥

字字字字字

別別別別別

築築築築築

有有有有有

国国国国国

月
二苫

十前

六郡

日

奥
字

町
幌

羽

火

別
築

曜

目目

１西丁丁

有
国

地
先番

地地

ら地１１

か１番番
前

らで

でかま

ま先先

先

後前後

西
番

かで
先ま
地先

３地
番１

前別
更の前前

変後
間

ら

所 り

場 よ

覧 に

縦 定

の 規

い 区

置 の

え 路

備 道

に 、

林林

示 の

告 次

、 を

て 域

萌萌

留留留留留

林林林

部部

北北北北北

萌萌萌

林林

森森森森森

部部部

理理

管管管管管

林林林

署署署署署

理理理

班班班班班

林林林林林

日

署
理
管
林
森

部
北

萌
留

林
班
林

でらで

まかまかまかま

でらでら

敷
地
の

でらでら

かまかまか 幅
員ら

延

週
２

変ら
か り

日 お

の と
、成

後間平
一
の３
般年
縦月

小小小小小

ろイろはは

まかまかま

班班班班班

前後前後前

でらでらで

後

ら
か
班
小
ろ

道 道

道 道

帯 帯

広 広

新
に

線間線間

得の得の

新
けけ

おお

に

区
複

重
の

と
等

道
国

長 覧
に日

。
る

らです

かま供

で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら らでら

かまか

帯
道

海

縦北

間

同同

るる

北

所所
業

現

場木
土
広

覧

萌
留

道
海
北

堀
事
知

道
海

発
開

道
海

北
所
業

現
木
土
萌

留
局

二開

八発

〇

び

也
達

及
部
設

建



平道路道

そ日
の１２３

関ら成路路

のか

平 の線の 係２

成 図週年種区

十 面間３類名域

四 は、月

年 、一

三 北般日道白

北 海

更 北

道し 海

た 道

。
路
告法
示
第

和
昭

号年

道 公 報

広ら 路ま

道区北か先

３

大島 域

市広 区

島北 ので
大

曲市

第

道路

道しそ日

更の１２

。関ら成路

路たのか平

の線

法

係２
面間３類名

昭図週年種

は、月

和
年、一
北般日道仁

号

第
示

告
道

海
北

号

月 海の道老

二 道縦大

十 建覧滝

六 設に線

日

備
整。

路る
道す

部供

火

及
課

曜

第
律

法

北
び

第
）

号

後後

項
１

第
条

の

番曲
４

前前前

変後
間先地

地番

敷
前別

更の
地

第道縦大

律海の道別

法

建覧曲

設に線

路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

日

現道

木海

土北

蘭
室

道
海

い
置
え
備堀

に
所事

業知

規
定

らでらでよ

かまかまに
道

、
り

路
の
区
域

の
次

を

の

でらで

かまかまかま 幅
員らでら

延

よ

札 に

道 定

海 規

国重
長

現道 道

木海 、

土北 り

幌

堀 域

に 区

所事 の

業知 路

て達

後

い の

置 次

え を

備

示
告也

、

北

道 海

路 道 上麻地

法 告 川河町）

示 ま 郡川

昭 第 で 当敷
麻地番和

１２３
変

り
お

と

町）１

路路

か平道路道区

日
の

の線の

ら成
２

月
間３類名域

週年種区

更

の間
と区
等複
道

、

北

道しそ 海

たの 道 号路 ら

。関 告 交

係 番 有法
示 珠点

図 地第

大和 ま面 先 郡昭 ）

告也 り

、 お

て達 と

では

区有番ら番交有番

変示

地）郡

１１ 有 珠５点珠
先 郡 大先ま大

地地 珠 郡

大 滝で滝

先
村一村

らで
かま

年 号 か地
ら先法

番上律

１川河第

地郡川

第
）
号 先当敷

項
２
第

条 前後

一

雲

縦層

の道川

般日道旭

変後

す転

供自

に峡間

覧

線前別

。道更の

る車

滝

、 一号

三律海 国 字

法北 般 村

年

建 階第道 道
滝設

後路 第

道 ）部 号

整
及 １

課 第

備 条

三

川川 村 字般字

河滝河
地 本 階道階 敷敷 字 三国

滝 地
郷 ）） 滝

か 号 か 間
敷

前別
更の前前

変後

の
規
定

らでらでよ かまかまに
次

、
り

二 の八 道一 路
の

道延

海
北

員
幅

の
地

敷

供

び 項

堀長

事
知

北 の

海 規

川 よ らで旭 に かま道 定

木 、

土 り

現 道

業 路

所 の

に 区

え を

備 域

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

国重

。
る
す

始
開

を
用

長

次

の間

也と区
等複

達道

置 一号い の 般て と に
国、 お お

のの告 り け 道
る間変示 間

一号 国重一号

般 道にに 般

国 複

けけ 区道の道

等おお 国

と間る る の間



の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間３

は、月

年、一 号

法北般日
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点お 点点

也
達

、有

点点点点点点点

面
水
有

点 点点

度
分
秒



北 海 道 公 報 第 号

平
成
十
四
年
三

点点

地地地地

のののの

点点

点 点 点 点
点点

地地 地地

のの のの

らら らら

かか かか

点点

点点

地地地地

のののの

点点

点 点 点 点
９

点点

地地地地

のののの

らららら

かかかか

点点

地地

のののの

６７８９

点点点点

地地

点 点 点
地

ののの の

６７８ ５
点

かか か

点点点 点

地地地

の

２３４５

ららら ら

か

点点点

地地地地

ののの

点

点 点 点

４ １２３

の ののの

地

地か

点点点 の点

地地地

ららら 点ら

かかか

月１

二の

十地

六点

日

＝ 鷲

－ 別
漁、

火港東
東経

曜防
度 波

角角

向向 向向

方方 方方

角角

度度 度度

分分 分分

方方のの のの秒秒 秒秒

向向 向向方方

角角

向向向向

方方方方

角角

８

度度 度度

分分 分分

方方のの のの秒秒 秒秒

向向 向向方方

角 角

向向向 向

方方方 方

角角

度度度 度

分分分 分

方 方ののの の秒秒秒 秒

向向向 向方方

角角

向向向向

方方方方

角角

度度度度

分分分分

方方 のののの 秒秒秒秒

向向向向 方方

日堤）

級か
分 三）

方
秒 基ら

準

向 点

角 基
２
＝
北－度

緯

分

度

地地地地

のののの

水の

許 面有項

免公３

ウ

埋町 月
面市 年

地地地地
の ののの

地地地地

のののの

代位区

し埋

アイウアイ

認立 功名表

ん
ゅ氏住

２

地地地地
の ののの

許ゅ 面有項

免公３し

ウ

埋町 月功 面市 年ん 水の

秒

分の
方 、
向

第
及法名

日立村

秒

び ののの
点点積号第

地地地条 番
昭三

点

和石 ののの

町 地地地

年

かかか９

点点点

地地地地地

ののののの

点点点点点

地 の３

点のののの 級 地

地地地地 点

点点点点 基 と

かかかか 準

氏 け
受区 はの を

可又者

次

者称所名域置域

た
名

幌海石面の

北札北三水

海

石地

中知三の

道市道郡

法名可 日立村認

央事

第の 及
び年 の

平

点積号第日

地条月 番
平登 点

成別成

６市 の

年年 地

３ 点
点

点
地
の

点

ららら月

点
地
の

方方方

砂

角角角

向向向日
防
第 度度度

分分分

号

方方令 ののの指 秒秒秒

の）らららら
向向向

方

向向 ３
地か方方方方 点

と方角角角角

点ら向向

－
を向

度 度 度度 結角

ん

分 分 度分分 だ
＝ 線

秒 秒
のの よのの 分秒秒 － に

方方 っ秒方方 て向向 の向向 囲

３鳧ら

北堀字か

区町点
の

条舞

西達
目、ま

丁１点

６也番地
で

結

びに

及次

２順

番を

か月月

ら２
防

角砂

向
方日日

第

度

号 分

指

角
向
方
ら

か

方
の

令 秒

度

二分 八
六

方
の
秒

点点点 地地地 ののの

方 ま向 れ

の の 、 た

のの地 地 区

地地点

＝の点点 点 域 公び

の及

先線

地だ

番ん 向

有

向

地
の

地
の
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成 年十

月四
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北 海

－
４
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－－

１１

第

者
立 表

代位区

埋
ウアイ

号

３
んん

ゅゅ氏住

しし
アイ

及 を 可可又 認認 功功名

月 び ２３

二

番

のの

十 地地

六 点点積号

日

昭 地 の

和 ４地４点

－点－

火 年

のの８

１２

曜

２３４１
点点３

地地月

点点

地地地地

のののの

点点

点 点 の
－点の

２３ 地１地４

の

点 の点

地地 ２地

のの 点
２

らら 点ら

かか 地か

点

点点

地地地

ののの

１１

点

点 地 を結３

点 級１１ 順ん

の－ 次だ
基地１ に線

点の 準 結に

点 だっか 点か地 んよ）

と

名域置域

氏
区 の

３ら

のとまを

北三次１点点
で結

海石の
地

だ

知三１点２をん

道郡

地次線

事石のとの順

は

堀字点１点に、

町地

者称所

た 月

名 け 年
受 の

道市

成海幌

平北札

日

北

月区

３央

年中

日

向港

方方海

らら

かか日

角角第

向

度号
指 度

分令

分

秒

方方 か方

向 方

方 の

の 秒

角角 方角

向向 ら向

向
角度

度度

分

分 度分

秒

のの 秒 分秒

方 の
向 の向向 方 秒方

方

ら － 及囲方

方か 線てら

角方 びま向

向

れ角向

１た角 度 の区度 ＝ 地域

分度

分 － 点
と

秒分 秒 ４の の －方秒 方 ３向の 向方 の

２をん４

鳧と－と結

１の結だ－

舞

達

だ、の

也番－地ん線１
地

１１点

び地を、４点

及のと線
のか 点結

番とん２地ら

結線地と４

１をだの点
－

地

か４３

先ん、点

日３

公線１ら－の

のだ

向

目
丁

６
西

条

の

３

市幕市な

広都都

帯アイ

都計計街別街し

圏市市
を区札調

市画画化町化

計の

向

の
地 のの

地地点

都都
アイ

街し覧

市市市登市な縦

画画化市化に

計計街別

のを区富調供

向 、 地
点

の と

蘭

アイ室
２

を＝の地
し覧都

市札石市な縦圏

化市市化に市

街幌狩街

１地
区清八調供計

２４の点

有、－
地点で

面１のの地ま

水
変１

－地

都都

市しの平札

都更そ

圏市市

計た都成幌

画。市
３市画画

法計年都計計

画
の月計のを

海
北

告
道

公３

示 有項

第

面市
水の

北区

画種定域内整

埋町

に

域た編栄域

区類めに

分市地す、編

区土入町

区土栄す

に街のる共入
の土

る区域地町る

係化

一の

項及区各地

事域の

岸整す

街域

市部区

び域

都

類めに町区る

種定域

計

土入丁に市

た編１域

のるの入画

市地す目編
部る図

化区土一すの

街

区地の

域の土書

区域地

域り

市区お

び域のと

及

区る区

域田幡整す画
街

区

編清丁域都域

に区１
の、編計分

入田目に市

すの係

る一２入画に

す

書事

地目る図る

土部丁
のと

区４地の項

の、土

定

昭

の域り

目区お

域丁

画種 和図
書日区類め

市地

法、区土

年は域た
化区

第海に街の

律北分

道係

建る区域
び 第

部項及 ）

設事域 号

都
市市

計街 条
号

第
法名
立村

域
区
整
調

化

町
石

三
第

条

分
区

の

二
八
七

）

分
区
の
域

区
整
調
化）

項

課調 １

画化 第

部
一

各

の 定

え域 規

備区 の

に整

り

て海分 よ

い北区 に

置
縦 市

の事 都

般知 、

一道

の

す 次

供 を

に 画

覧堀 計
り

也 お

。 と

る達



街街

線線線線

幹幹幹幹

路路路路

街街

北 海

線

都種自専自専自専幹

道道街 動動動 市用用用

別車路車路車路路

計道

定
を

画
名 め

道 公 報

５６

札室

覧圏市

幌都都石縦蘭都

計計市に都計

圏市市狩

計の

市画画八供市画

都

定１る画種

計のを幡す

用類め丁都道類

画種

第

都都
アイ

街し覧

市市市千市な縦

画画化市化に

計計街歳
域光整す

のを区北調供

類めにの区る

種定

号

歳
千

４

平縦恵

成覧庭
十に圏
四供都
年す市
三る計

島山

東寿中楽

号号号号
室町

通通通通

大大 大大

蘭丁蘭２

室丁室丁室２

市市市目市丁

蘭目蘭目

た
土

白本プ長 の
地号号号号

北 西 域蘭鳥和 輪通 区室

室伊

称道道ン通

ラ 新新

市

蘭目蘭蘭達

起室丁室

計に

途た目市路

市市市

域用地２画係道

地土、
目図事

に途の丁のる路

の

る域域、書項

係地区

）
のり

目お

項丁と

事４

に市

た編一域都

部
一

各

入画

市地す編計

土入部
る図

化区土すの

街のる
区地の

域の土書

区域地

域り

市区お

び域のと

及
調

化）

街
月都画

二市区

十計域

六画区

日

と事

のる

書係

図に

の分

火

り
お項

曜

町町島利

東寿中知目

）

室丁室４室町

２２町別

蘭目蘭目蘭丁蘭２

室丁
寿中知目

市市市目市丁
町

３３町別

町町島利

東

丁蘭２

室丁室丁室２室

和

東入幌長
蘭目蘭目蘭

３伊

点５町町町

町江萌
丁蘭丁達

終室１室１室

市目市目市目市

蘭丁蘭

町町

富屋屋和

新陣陣長
達

主室室室３伊

点町町

区
の

域
区

整

な蘭蘭蘭丁

分

日

寿中知目

市市市目市丁
幹

２２町別

町町島利

東

街街街

線線線線

幹幹幹

市市市目市

路路路路

街

町地屋和 過
仲築陣長 経

線

幹幹幹幹幹

地町町町
路

街街街街街

線線線線 線

幹幹幹幹幹

路路路路 路

街街街街街

線線線線 線線

幹幹幹幹

路路路路 路路路路

街街街街

線線

路路

街街

線線

幹幹

島

通絵港知中

号号号号

央鞆北 別 中絵港 利 鞆南
２室１室室２

通通通通

室

市東寿日白

号号号号号

通央
中 出 場口橋台 の鳥

室丁室丁室町室

通通通

室３

八通西港追

号号号号号

鷲平口大漁

島丁直

中通

室３

大央通通通

別中港

室４室室３室３

号一号輪鷲中

号号号号

国７駅中

線般線西別島

通通通

道条前央

３室丁室１登２室１

道 条国 ２般

東一

号号

通

蘭丁蘭丁蘭蘭丁

室丁室

港天中

市目市目市市目
３

町町町町

津南神島

祝

３蘭丁

室２室１室町室

目市丁市目

蘭丁蘭丁蘭
島北

絵絵中目港

市目市

目蘭１蘭

町町本町

鞆鞆

市市市丁市

蘭丁蘭目蘭

の守

輪東寿日目崎

市目

町室

町２１出町

西町町

蘭３蘭

登３室丁室町室
丁市丁市

別丁蘭目蘭１

東知目日目崎

市目市市

３別出町

別町利の守

鷲

蘭丁蘭蘭丁蘭丁蘭丁
町

中

市目市市目市目市目
町

島平島央央

中高中中

室室室１室２

町町町町

蘭丁蘭蘭蘭丁蘭丁

室１

祝舟

市目市市市目市目

町町

砂平代津見

高高神

目蘭丁別丁蘭丁
町町町

目市市目市目市目

丁蘭

町町

町西別島

東輪鷲中
丁

町伊室１室室５

２町
目市市目

１達蘭丁蘭蘭

元砂

目有輪水高

丁市市

市

蘭目蘭

町町町町

珠西

室丁登

３町

町央

東中

市
蘭目別 二市市 八東登 八

３室１室町室

３東

町別

丁蘭丁蘭丁蘭４蘭

２室

目高

目市目市目市丁市

町別町

津市利平

祝増知

室丁室丁室町室町室

町

市

蘭目蘭目蘭４蘭１蘭

目日目白

市市市丁市丁
出台

町町のの鳥

寿東宮

室町室室室室丁
１２森

市市市

蘭３蘭蘭蘭蘭目
町

宮目高高築栄

市丁市

町
森町町町２

の平平地

蘭３

丁室１室１室４室
目市丁

目蘭丁蘭丁蘭丁

中輪高知目

市目市目市

丁室

町町町別

島西砂利 町町

東東

市市

蘭目蘭

室
３３



幹幹幹幹

平 線線線線

成 街街街街

十 路路路路

四
年
三

北 海

７
広都都種幹

帯

覧都計計街

縦圏市市線

供計のを

に市画画別路

す画種定名 る道類め

道 公 報

線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

第

線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

号

路路

街街

線線

幹幹

月
二
十 号号号号

六 光弥中札日

道通通
大 新 南央西 生内

通

火

帯南帯南幕町幕町

曜 広１別別 広
市丁市丁町町

市に土

都路た

弥 画る路の

計係道地号
通 の

書生 図項域

の事区

）広７

り起帯南

お
と称

市丁

通室中鷲幌

号号号号号

前北 ン駅央別 別 イ蘭

レ

室４登１

ー通通通通

ボ

丁蘭丁別丁

室１室室１
市目市目市目

蘭丁蘭蘭

市目市

大室陣日通

号号号号号

２和中中出

町蘭屋の

幸

町

通通通通恋

条央央母
３

室２室丁室３室２室
丁

蘭丁蘭目蘭丁蘭丁蘭

市目市市目市目市

ル

守ゴ
蘭通

崎室場

号号

蘭丁蘭丁

室２室２

通フ

市目市目

日

内内

東目西目札札

９
帯南帯幕幕町

条条西北

広別別 広
東目川字札

市丁市町町
幕町

条町野西

４西明内

広別別

帯南帯幕

東目
広

点
町
南
市
広
終帯

点条
主帯

砂別

海入高高幌

な広丁

登丁

町町町町町

岸江砂

丁別目

室２室登２登２

目市目市

蘭丁蘭別丁別

町

海入千美幸

市目市市

４

町町町町１

岸江歳園

別丁

室１室登２登４登

陣日目
蘭丁蘭別丁別丁

町出

央町央屋の

中東中

室町室室５室１

町１町

丁蘭２蘭蘭丁蘭丁

室２
市目市丁市市目市目

蘭

ゆ町屋富

舟み目緑陣新

１室２室１

町き町町

見

丁蘭丁蘭丁

室丁室丁室

町

屋屋

陣陣

蘭目蘭目蘭

市目市

蘭丁蘭

室５室

町
室５室２

台町

鳥守

白崎

蘭丁蘭丁

東目南字札

市丁市町町

条川桜
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のび査 番効 業の 試者及

月 験

号

式の概

６
平
成遊型 十技 四機 年の式

三

間名所名

番氏住 期 者氏

平第公東ベ代

名号日号

ベ

示京ル表 成 ル

の都コ取 コ

日台株締 年 株

東式役 式３

成東社鈴

会月号平区会

社

上木 日

期氏

月丁晃

３一暢

年野

地類分名

氏住を在種区

埼群回遊デ

間名所名行
表玉馬胴技ジ

公東ベ代
コ取県県式機ス

示京ル
台株締さ佐遊のタ

の都
東式役い波技認ー

日

ま赤及

平区会た郡機定

上木市堀び

成東社鈴

一暢橋大式

年野三町型

区番 者

月丁晃五字の

３

地類分名名号日号

在種

平第 群回遊デベ

成 馬胴技ジル

県式機ナコ

年 佐遊のナ株

波技認－式３

会月号 郡機定

赤及社

氏

字の

大式

町型

堀び日

名所名行

番氏住を 期 者

公東ベ代埼

名号日号間

平第 ベ

示京ル表玉 成 ル

の都コ取県 コ

日台株締さ 年 株

東式役い 式３

社鈴ま

会月号平区会た

成東 社

上木市 日

丁晃五

３一暢橋

年野三

区

月

月分名 二
十遊デ 六技ジ 日

及
定

認
のナ

機ナ

火

型
び

曜

目

の
式

日
）番
か

２
ル
間ビ
年藤
３佐
ら号

目丁鹿検

階

目島定 日

等 ）番

に か
３佐地５す

ら号番－関

２第

ル則

間ビ規

年藤る

等

島定

鹿検

第
条

階６

に
条
６
第
則
規
る

５す

－関

目丁

第

目 日
）番
か

間ビ
年藤
３佐地

ら号番

階
２
ル

日

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検

第
条
６

定定

型式の概要検検検
有 造 技式定の 遊型製型

検検検又代製う
号
２

年

業遊 定表 定定は造事

検

称は所技 者 定の申名又

号
２

年有請

事

又代製う型式の概要

又業遊遊型製型 表 は造

９

造 称は所技技式 者
名
定

型式の概要検検検検
請 定の 遊型製型申 定定 事

製う
号
２

年有 造 技式

業 機試

は所技

又業遊

造

区番期 者月 の験番効 式

平第公

分名名号日号間

遊ミ株

示 成 技ニ式

の 機ス会

日 年 のカ社

認ポ大３

成

定リ一月号平

及ス商
会日 び

年

の 番効の 者及検の機
型

を在種 期氏 月のび査所

号間名所名行地類

氏住

ち

平第公愛株代愛ぱ

日

示知式表知 成

の県会取県ん

日名社締西こ 年

古大役春遊 ３

市井機

月号平屋一日技

成市商
中会原郡 日

の 及検の機機試

年村西

者 氏 び査所のの験 式業

分名名号

住を在種区番

所名行地類

ベ代埼群回遊デベ

ル表玉馬胴技ジル

コ取県県式機スコ

株締さ佐遊のタ株
－会

式役い波技認ー式
社

会た郡機定

社鈴ま赤及

機試者

三町型

木市堀び

期 者月 の験の 番効 式業
名名号日号間名

区番氏

平第公東

分
遊デベ

示京 成 技ジル

の都 機スコ

日台 年 のタ株

東 認ー式３

成東

定７会月号平区

及社

上 び日

種

査所の

検の機
型年野

馬胴

埼群回

行地類

を在
い波技

さ佐遊

県県式

玉

３

三町
市堀
ま赤

た郡機

の月

式
検

す３

関ら

にか

等）

定日

３区春

６
第
則

規間

る年

付大

月鴨茂町
字

か丁村

）一沖

日町字
西

ら目
３

式

地
番
１

間地川

年番ノ

丁鹿検

晃五字の

暢橋大

等

目島定
に

第
則
規

る

地５す

番－関

目

の月丁

式３一

６

検
定日

等）番

にか
ビ

る年藤

す３佐

関ら号

橋大

６階

第２

則ル

規間

目島
丁鹿

五字
地５

番－

二
九
六

条

号
２
第

条

イ
号

１
第

条

号
２

第
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月 験のび 番効 式業の 試
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事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

番効の 者及検の機機 有
のび査所のの

第

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

号

称者

申名表 定は
検又代

在種区者

のび
の 者及

請

を月 行地類分名名二
十 株 群ぱ遊六 式 馬ち技日

桐このチ社

県ん機・会

市技定チ和

生遊認キ平

広機及キ火

町型シ

沢びマ

曜 二式ン

所名

番氏住 期 者氏

丁の

群株代

名名号日号間名

平第公 株

示馬式表 成 式

の県会取 ・会

日桐社締 年 チ社

生平役 キ平３

成広中

チ和月号平市和

キ

沢島 マ日

月丁潤

ン３二

シ年町

類分

氏住を在種区 期氏

群ぱ遊

号間名所名行地

式表馬ち技

第公群株代

示馬
の県会取県ん機

日桐社締桐この

生平役生遊認

広機及

号平市和市技定

沢島沢び

成広中

丁の

３二二式

年町町型

日

を在種区番 者

月丁潤

平

行地類分名名号

栃千回遊プ株

成 木葉胴技チ式

県県式機タ会

年 小四遊のコ社

機定レ月

山街技認エ３

市道
荒市及コ

の型

井鷹び日

台式

鳥

名所名

氏住氏

一の 番

会取県

京式表取

東株代
市

東エ役子

江社締米

都

町

明森田

有コ小和

区レ
三富

丁美

目雄日

定

目検
等

則
規

８る

のす

地関

番に

目

第
条
６
第

日
）

検

間
年８
３の

ら地
か番

目目

定 日

等 ）

のす

ら地地関

か番番に
第
則

間規

年８８る

３の

１等

目定

丁検 地

第
条
６ ６
第
則
規
る
す

地関

番に
第

条

地
番地

１番

検検又代製う型

イ
号
１

名又業遊 表 定定は造事

有請称は所技 者 の申 定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所

表 定定は造

概要検検検

は 者 定の 製型申名又 定

号
２

年有 造式請称

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

機 年 式定 型定

要検検
有

び査所の 効の 者及検の
地類

氏住を在種 期氏 の
サ代埼埼回

間名所名行

式

示京ミ表玉玉胴

公東

締川狭遊

の都ー取県県

島式役越山技

日豊株
社里南大

平区会市市機

池見台字

成東

式業 の機機試

年袋一中

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 株 愛ぱ遊

成 式 知ち技

県ん機モ会

年 春このン社

日遊認ス竹３

井技定タ屋月号

市機及ー

者及検
濃型ン

美びマ日

月 験のび査 番効 業の 試

所名行

番氏住を 期 者氏

公愛株代

名号日号間名

平第 株

示知式表 成 式

の県会取 会

日春社締 年 社

日竹役 ソ３

成市竹

フ月号平井屋

ィ

美内 ア日

式 の 者及検の機機

年濃

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

間名所名

公群株代群ぱ遊
ん機ミ

示馬式表馬ち技

締桐このラ

の県会取県

生ソ役生遊認ク

日桐社

機及マ

平市フ市技定ル

ア置野びウ

成境ィ井境

野

番
月 験番 試

年町町型ス

平第

号日号
成
年
３
月号

月丁治目田

３二丁新

日

字 目

番芝 日
）番地

３地 ら号番 か２８

二 年１

九 間七

２

丁検ン

二のョ

町式シ
等

目定
６
第
則

規
る
す

地関

番に

丁
月二博

３町正

日目
）

間
年

３
ら地

か番

月丁男丁の

３七定七式

目目検
定 日

等
す

ら関 地地 かに 番番 ）

第
条

６
第
則

間規

年る

３

イ
号

１
第
条

イ
号
１
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月
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事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの
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定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

第

は造

要検検検検又代製

の 製型申名又 定表 定定

検 年有 造式請称は 者 定

のび査 番効 業の 試者及

月 験

号

式の概 平
成遊型 十技 四機 年の式

三

名号日号間

番期 者

道

平第公 ナ

警 示 成 コ

の ル

日 年 株察 式３

会月号平

本 成 社

日

年部

氏住を在種区 期氏

月
３

オ

間名所名行地類分名

胴技ー

公東ナ代島回遊

取県式機シ

示京コ表根

豊株締松遊のャ

の都ル
島式役江技認ン

日

大及ル

平区会市機定ブ

袋本井びー

成池社滝

年二町型
式 ３丁仁

の

日号

在種区番 者

月目安

平第

地類分名名号

埼回遊ゴサ

成 玉胴技ーミ

県式機スー

年 狭遊のト株

山技認シ式３

市機定ョ会月号

大及ッ社

の

新式

中型２

字びク日

名行

番氏住を 期 者氏

田

サ代埼

名号日号間名所

平第公東 サ

示京ミ表玉 成 ミ

の都ー取県 ー

日豊株締川 年 株

島式役越 式３

社里南

会月号平区会市

成東 社

池見台 日

月丁治目

３二丁

年袋一

区 月分名 二
十遊チ 六技ョ 日

及オ
定ウ

認ュ
のジ

機ウ

火びウ
型 曜

の
式

告

）
日

示

検 番

間
年
３
ら

か

地

か号に

）５等 ５ 日番定

セ規

年ーる

３トす

ら関
第

ビ条

袋６

池第

ン則

間

等

芝定

字検

ル

に
６
第
則
規
る １す 地関 番

第
条

目

番 日
年
３

ら号
か２８

）番地

間

日

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検

第
条
６

別 め

表会 る別

２

区 ２場 。表
よ関講 の条

次８分 を第

付第き第別

い交と
号
２

表

合第う

は 。す を

中の

行条）る条、条１

にを該２

う中」」中当

も
の主、者」及の

４

号
２

と管指ににび項

第

ヤ第は ５ 第

を９責身 条

証

教条能車条任分

５技

次は明

習を講技輪に者

講装の、書

指次習能に

よ）習着１教と

導の車

夏改第第指４

に習第
員

条条員に

期正３４導号

期道る第第資お

夏冬す

項者て

冬安。１１格い

２

安運中第証同

道全号

号
北

夏 海

期平 道

冬成 警

道 察

安年 本

全３ 部

運月 告

期

め夏日 改
に）習 う係

全数 安者 道講 。冬受 る

習指配 講習の 転講員 運

導置

め面

す課指定対改方中

る長定すし

部パ

。」しる、る本ス

規に則長イ

を、」規。

めををタ

北則改」」ク

、イ

海第
道

条かは以

警条同者又ヤ
該の

本２たら当外

察第
又のし則方ス

部項だ規

を指ら

がうにす項習あ

改用も加導か

行に使る

がめ

指めすのえ員じ

う

自す。技備

導るるとる
。講付

、動る能え

は。
習習け

講車

う冊

導下行簿

指以をた

員

全転２のじ
の技とに

道中付）

運講冬号交。

講実安を」

転習

運習け加

習施全講受を
い、

施程転指てえ

実規
規知導
に」者条

程平識員る同

一２関のに

の成

るに下の

部年す次以次

を北

転 示

講日 第

習
実 号

会

正
改

を
部

一
の

程
規

施

習講配 講能の の技車 場

」面ノ

準備 基
制
体習置

タ

方期をに本ー

は夏書

本道る長イ

面冬削、部

全当に」

部安。を」ヤ

管転」め

主運該改を

の
長習。タ

課講をるス

通のッ

のス

下書付レ

以知交ド

、

示講はり

指能きよ

を

」該習

督車当教

監習、
員

にい習導

下と講指

の

）前格

う。始資

行う開
の

と、本証

のはに者

も

海教１
るタの交

すス人

改
正道本教号

び則指加

す警及規習を

海規本」第導え

北る察

員る 道程部を

示り第と

警告削条」。

同項う

本第、５い

察
部

を

）た普）

長号号の。

る
す

一し自含

上のだ通

よ
の

次
を

程
規

二う

九に

八

考

。
る
め
定

がヤ

管講求イ

主受請タ

」者っに

長望あ」

課希

転の

。ッ運付

とにた改

タ証の

ス許実

レ免事

ド 車。

原部書動む

イ又照

る係号

美次削に次

をを

う教び

男よ。る及

都の
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記

別別

別

第

記

記

４

第

第

号

１

４

様

号

号

式

様

様 式

式 及

を第 び

次 別

道 公 報

１

和る第

１２記 北注別

講。受 見

式 毎法 日者様

年 習講号

律 は数

毎、び 月金第 、は及 週

第

毎毎

館川路広

函旭釧帯

毎毎

週 週 週

月金月金月金月金

週

号

毎
幌

札

齢

月金
週

月
二 住十
六
日

所

火

習習
講講

曜

始 年時時 開・・

の条 記

よ関 第

う係 ２

に）夏 号

改期 様

め冬 式

講
転

運

除全

削。安

る道
習

曜曜年１別

お当第 ） お日記 号 日日

ねり号 規 むた２ に
４の様 定

次 休
か講を る

月受式 す

能の 日
ら可

き
ま員う 除

月人よ を １

曜曜曜曜曜曜曜

ででに

日日日日日日日日

曜

日日
曜曜

１１１１

人
２

人

日

講種
日間分分

時 月・・ 受

習
教
車
動
自

両別
車
習

者
講

）
名
成場
平会

簿習

名講
月

年

そ

全 ２間るめ 安
のあ改 、

民学
国転
、。 運
に。る

関の
に習
日講
祝で
の校

２２２２

法る
るき

すで

午る

日のす

１日と
平回

講午
のび
り及
た前。

当

す

１日と
平回

台
６

習後

り及
た前。
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日の

名
氏

名
所

習後
講午
のび

の

日 １ で
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き
大
の
紙
用

注

の
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数各
回の

昭あ

所
住

齢
年

、
は３
数各
回

業
工
本

日
、
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さ

習
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格
規

年時時 開・・ 習
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４
列
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日間分分
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車

習
講
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と

時時長
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自
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。
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規 北

地定 海

に

注こ

道

よ
方 の

警 規 附

り
自 用

察

、
治 紙程

本 は 則

一
法 の

部

般
施 大、

告

競
行 き平

示

争
令 さ成

第 は

北 海 道 公 報 第 号

平
成
十
四
年
三

入 昭 、年

札 号

本月に
和 日４

かす
政 業日加

年 工１参

施者
第 格らる

令 規

る要
。 ４す必
号 列行に

・・

長資
下 縦。な

以 番

時

・・・・
時時時時

・

時時

・・・・・
時時時 時時

月
二
十
六
日

火

曜

時
・

め
」 る定

令 すを
政 と格

第
）
。
う。 いた

と 。

分分分分

・・・

５
の

条

・・
分分分分

・・・・

分分分分

・・・ 日

４

の
項

１
第

分
・

中びて格申資申

及め資

審 請請

済小協い審格

経
業組との査

産企業る査

３

局等合き申の のの 業

年つ

調下て掲

法 資中以いに

第 企 成達はげ 格律 小 平
物中、る 要業
等 年品件小当資

２

３の企該格 号

政約政。道道

資次契と
行を 格令令 い締が税

の
れのう滞

第第 ず結

にた指納

にの契資物

平者も
るる

必と

成

品

に資。

度なる等

年要す

及

成格

平資
１

に。請申

月達

３調

年び

法

が同あの請
時方 長協

合て期、

行組っ時期は

第、び成

官法は及平

う
公
需３設方

月

格第の３

適条立法年

組４際

合号に

の協

証掲格か

のに資日

件 特第 同 月保業中要 ）

例協企は ３ 組 １守等小

法 現検同業、 条 合 日点
在が組等適 第
同し 項 昭 に可合協用 １

いなと組な 第 和 お能」

又。 号 年 て者い合い ７

律 複あ。は に 法 、でう

こ及業 げ 第 写る）協 掲

機
て のの もめ名し 条条 要
件当必争い ４４ 該に競
札者 １２ す要入る 第第

にの こ同にで 項項 るな

。をすい 規規 と意関な

て指と すに
得るこ 定定

競
るを 者り

い名。 るよ
者停

、約格類

いは種 お格

の

て
締定平供複う複

がに
道

契）サ

写 結め成給。写

サ しる
うの３ビ

ー よも年約ー
の ス とと月ス ビ

すし

を

供 る、日供 の

ら

類
種

の
等
品

物
る

日す

企す月

をる有４

明げを

ま

る組者日

す業る２

有
きあで

と合で
のに

下も間

。以るの
れ

組成け

業構な

企がし

合員

のとび組 る
小が 業 ）

賃。中合 協 号
業の 合 ３

事企次 組 第

貸
を団い 条

業
んのれ 下 規

営体ず 以 に

で組か 定

るに該 業 る

い織に 協 す

とすす 合 小

こ関当 組 中

入
は止 未争

。るる 」 企

て 者へ
まれ 年札

含さ 成

加
いな 参 被
ない の 、

れ

と 人排
）こ 佐を

。い 保
被れ
い はさ
な。 又除

で

当に給

。 助い
と 補て
こ

競約

定契般契

に該一給
関 契よ入

るに争に

め約
達公

る に調の

す 約り札
行

一るを格 るす告資 係
般物

海
北

争等複下 競品う以

察
警
道

三本

〇部

〇

半ら

と過な

」のば

上
長

）占。

。をい

う数な

い う 協
律き い 等
法と と 業

は
にの

和２ 組）
昭、 。 同
合

てい

っな

あで

で者

人る 入は写

、こ

ー格

札、サ資
い

加定スと

参にビ」

に

男
都
美

原

すめの



１
札調調

入アイ

平 に達調数達

成 付を達量を

十 すすをす

四 るるする

年 事物る物

三 項品物品

北 海

北

次

７

海

の平 道

と成

資資

警 有資格

お 察 効格格を

り年 本

一３ 期は有

部

般月 間１のす

告 ののる

競 示 喪者

争日 更第 にが

道 公 報

６

再成格資資に

ウ作資約
る 申格 企申しの格係

再

効有一 請の 業請た有の

合し請期効般 有 組を申

期 方 又よ書間期競 効 の
はう類及間争

第

５

を

格再次行格

資をアイ

こ格小有 申 審のう資中
る のずとを企す 請 査い
です等者 再のれが有業

にきる協で 申事か

号

出

格請提提

資申
たアイ

のをの 先 査類先
出 審書

請出在 名

申提所 の

月 等品等

二 の等の

十 名の仕

六 称名様

日

量複調入

数
び

及称等

写１達札

火

ーの定明

サ式予説

曜

入

ス月量に

ビ１数書

新定失２

札 号

る規

めに

にる

約す下

契定以
と

も要」

る格札

係資入

当。

あ該う

でにい

の件

札

協法とをび間は入

る

る出該資の

業す提当、

間を札

合者し期格落

組

定

あ、けの有決

ではな
のば新るの

る４れ更す

な手と日

資

なめで

をのら続認ま

格

。旨す

す請いたと

有申

る

請由該る者同あ
る書

該の

す当合も

当。の組

電る

番で格業限

話者資企に

き係合。

号引に組る

続るを）

資業く変

－き営除を

格を。更

を相）し －

北郵

次こ
、る

はす称地

げよ道番

掲に海便

にと
申行察

るり警号

請わ本

書な部－

類け総

のれ務

提ば部

日

る

の当よ

北供た

。 海給り

道の

察価枚 警単
枚均 長１平 部び月 本及

上当
た

めなを

たし）

の枚 原り

る

効とす

有こ施

、い実

と

更た

のっ

間な。

期と

る

わ資

行、

、は

はき

新

そ提知

での通。

者類の
た

成にっ

構先あ

の出が

提ら

変該か

を当日

員、

た先の

し出１

更

得続でた
の指に

もの

よ、あも
格 線と併資 内う合るの

るはを

す又

も譲有
で

、よ者

はにる

の渡す
し構

審継の

格承そ

資り

道

先ら計海

出な会北

査

市

当。幌

、い札

にな課
２

の北

先区

出央

提中

該

美単） よ７

に西

示条

指

男）

都価
９

開

に額者契要そ

分たた
作

札 け合落書

おのを約

時 １額者成のの る計札

。失

いを

な格

枚にとの

た則あ

７８
。
う

べのて

郵郵落すり」っ

及者て入、
と 交便便札

う 付にびのの札か
い 等

分額、
。 よ電決区金つ

る

にめ

示定

） 方る報定

５６

り契

よ
札

入開開札札交

入入入
書 保 札札札証明付

保説

のた成

日場日はの場

金

申
再者員

２３４

請資

海札入

入平す契北入

有
こ条道執

札成る約

に

を幌の

参年と項札行札

丁
す海示市場場

加北。

し
成
作目

り

す要

に 期場

約入

契納

お 当

て り乗。

い たをる否他

た

に 札得

２ 入て

、 のじ

す ）

定 額額

規 金
の

格 ）低

資 価最

る 単が

第 入に方に入

を に

法札よ法応単札

るじ価書

札複が載 第 入た）記 条

サ北入 項 のは写、の １
総 規 所認ー海札 の 場、

交なス財価 定

でめビ道

。１規よ

付いの務額 に

す

付所

、交

証

る式則１ り

北

す関
除に

時所時金免
るす北
道道

成にに。る海海

平
同同事

。。幌察

年じじ項札警

日央総

８中部

月市本

４

央及所

る道す中所

区務

北日

に察所区び

者警場

海海

要部２時北北

必本

札警

資示西道道

な告条
丁幌察

格第７
北央１

に中部

号目市本

囲が北

間所

定海区階

規

でり道

成内有海

平

。本

５平る察

年、得警
部

月成
１

格

有 そ価

か４備

日年警

のっ

い れも

な ぞを

し れ

た 均札し 平入

の 月て

者

三 入 の

〇 札 調有

一

札務 定入財 予な、 達効

。の式 定

数
札 そ

札和入 た

入昭の め

金
北額 ぞ

額年金 れ

１海れ
当 定

当規月 予

月道１ の
り 格

り第た 価

た則
の

北部

価。単 制

単号の の

条計

前２会

午 す道北入

目
丁
７

時西課 西場

複察条会

る警２札

務目

ー総丁

サ部７

写本

契
給課

供計

の会

ス部

ビ

公

ら月部

に
約

平
を第

成日安

当
月に

３度課

年限一

た間
。期
で約

ま契
日該

る第 を限則 量に規 だを

乗
じ。

）以価 限

得し各

て）条

び及 範

及下） の
で区

枚務各 内

１財び 囲

し延

を
格
資

る
す

関

当規 範と
のこ
算る

予す
、長



１１２３４

第
操定

狩谷

業次式以宗留石宗

支支・海

のに刺下谷萌

承掲し

管志

認げ網委庁庁後域

）る漁員管
共庁記

海業会内内支別

域等」共

北 海

に、知除の

条業くを次
お成

定同 基事くと平

固
式法 づ許。

刺第 く可）り

共漁の指年 し

業す月

網条 同業操示３

漁及 漁並

業び 業びにる

権につ。日

道 公 報

北
道

合
連

ここ詳

海 のの細

区 入入は

漁 札札、

業 及の入

調 び執札

整 契行説

第

の

わな算契こ

問加アイ

、たに公

ずおし約名所

計すの 在 消消合関告

、

称地容

税税金る内

費費
等等額事

号

に入入

号
平掲札札

成げ金書
十る額に
四入に記
年札係載
三

に」と同同管４

及るす

業共と

おとい漁漁内の

う。権権同お

いいう業

業）

固。）漁漁漁り

て
を承区区権

定）の場場
内内場

刺操認域域漁

式
網し受区

し業を
な記記内

漁よけ別別域

、とけ１２

業う

業業て

海 流漁漁い

北 、
同第業

海 網、法漁

道 し

秩

面 漁

漁 業法

にの

業 及第条序

調 び
にづ持北

整 は条基維道

図合

な則 基くを連

え規

わづ他

指海た区

漁昭 くのる海

業和

委 約は明

員 は、書委道

会 、公に

北指 調開よ

示 達する連員第 手る。

合１ 続。

号 の海 停会 止区

等
漁

有
が

指業

き当１を予

抜相に務は
話で

価額円担北郵電定

道番番あ

格は未当海便

のる警号号り

相、満す

額該端組察、

当当

変 と代数織本

す

す金がの部－－更

るのあ名総

る － こ請る称務

と求と及部こ
と 。のきび会北

月び消る

二こ費金

十の税額

六公及は

日

税

定方費

に地消

告び、

る費等

め消

火

札係

入税に

曜

れのの別

関下課

に以る

お３

しるばとと記

流す
漁はらりりの

網者なお

及道いお

業、な））と

海
え合
は連）

び北。り

め漁

調
業業
漁漁
わ区
な

定区

業業漁調

漁年 漁漁、業

法委 法海 、調業整

業北
道 同整

会 規 昭法委第員

則 和第員
会条会 第

年条の第長

に指１
にの ） 律基示項千 号 法
くよ規葉 第 第づ
５

得
り

大る定

調
る

示整

が
。

、在課道有

とは所計海
幌得 線 にそ地札り 内 き

る

加の
算端市

。 す数中
２

とを北

こ額区

る金央

切

丁

税て７

費捨西

消り条

等る

日す税
で

件税者

条費業

る消事
いか

反とる

違」あ

に等
札）事

入。税

たう免

し
無扱で

、取者

はの業

員
下委
以整

固会

認よ に ）
臣承に光 号条

づ業、

認漁り悦 第基
承
漁

業すしん刺

漁か刺あ式

類固漁う網

種べ網こし

１

第第

式定業

定業固漁

そ操か固
け

３１２３４

の請業の業す定

次申操

固刺区 い者条他のべ式

員限定し分 ず以件委制

額。
当）
相。目

れ外及

２１２

第
を

れ第堆る業

承そ蔵係操

１１ぞ１海漁の

認第第

認

対にのれの域業承

の

操操を

象掲１の４でを

とる

効いあ
者げ、海、

石武

５６７

。
るを

すか

域後海

海・堆

萌狩蔵

留

内

志域

網以１
放 目 使上

メ し 用
具トル 長

ート 漁の メー

す総ト放総ト放

ルさ以

以

中るトンしトンし

海

数上内

に網ン未以ン以

び会を式網

敷の数満内

業

に者操が次刺漁

かの

にと網及

該が業特のし

す質序不お漁び

当実秩

と、い

る上を適り業そ

該守とすあ・

場当遵当

こば

は漁す認るんめ

合
の精たうる

承業るめ。
合定定

を経神場固固

認

る２域５業業し
し営を

たい

海及に、ししな

）

す及う実場

域び面６よ

）

でにるびと績合

内３
区にる有

の掲地７すを
はる

認る内掲者す

承げ
対同住る、者

の共にげ
を谷年又

象漁所宗前、

は権有海度は

者業

別・
の

の海７

５萌記

記留別

おと

と域
と
の

６）

）記り

り別お

次止ア

アかた除禁

り
お

和の域海にす

共ら海く
げ。域

国中の域揚る海
０

中線ちする

の間うと
。域文度

間」共る海礼

線と同
い漁に島

権いコの

以う業つス分

下。

５ 設数

谷及法 す

岬び律 度 ９る

操月。分を大第

業１たの結陸
号

以線に） 海分 日だ線ぶ

ら、東以関に 域の かし

づ 以

翌宗及西す基 及線

排法く 北

び年谷び、る

域能他律日 、 操６海西

し刺刺

なを著式式

業月

欠網網

。配くしし

い支

、

お者業業

るく漁漁

す
ら固

がめめ

れ認さ

そと
認場刺

とる式

るれ定

あ

員

次漁す域委委

め合し

区者留会会

の場る、員
海承特

お域、萌のが

と

適

とのは域認に

り内又
域員石受当

す海委、を
・当認

。で会狩けと

る

志海た

業特後該め

操が
当留に

よ適・域者

しに

）

う

三
〇
二

）漁てト線

区操岬西

日に場はン以
ら共

両ま域業かの

ロ囲

の登的本
国れをを

東

成と

経 日う呂経平国 期
間まち岬済

で北と水８ロ

漁

ら網

と緯度宗域年シ
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